
男」FHL
第 1号様式 (第11条、第13条、第14条関係) コ?

事 業 者 排 出 量 削 減 計 画 書 《重理ら
・変 更)

1(法 人にあっては 名 称及び代表者の氏名 池 ″

ユニチカグラスファイバー株式会社
京都工場長   大 橋  明 だ

(と人にあっては 1た る事務)折の"在 地〕

京都府宇治市宇治小桜 45番 地の2

の :により禅出しま
‐

特定事業者の

主たる業種
ガラス繊維 ・同製品製造業

該当する事業
者要件

F京 都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネツヒギ
ー使用事業者 (原油に換

算して1)50oキロリットル以上))

「 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又

「崇傘喬肥海 磐畠鮎差イ警奏勇露誉鞍留磐望者(その他の温室効果ガスの大規模排出事
業者 (二酸化炭素に換算して3,000トン以上))

計 画 期 間 平成 18 年  4 月 平成  20 年 3  月

基 本 方 針
門で2001年獣眉あ婁援9章今次ラそサズ亨墳務留覇晏普所真露審黎?普8ち法酪絡縁筈櫓季阜全部

i、C02の 削減を目指すぃ
推 進 体 制 工場長を本部長とする地球温暖化対策本部の設置と、

定、月毎のエネルギー消費量等の進捗管理体制を構築する。

T反 ことの具
体的な取組及
び措置

工

,S～ 19 工場全体 付電力型 省 エネルギー型の熙ll器具へ類次更新する。電気従加量を20千 k W h Fpl流

1 9 空気圧縮機 圧力nl御 (送気に力抵減)と 合数筋,卸で圧輸機電力を10%F「l減

l R～ 〕9 工場全体 1呈?ル阜上注品経緑経騒伴呂鷺↓;書沓最貫借擦養
物の排.llttHJ減』 「産業虜薬物の排i'こ抵波J
教育を実施する

フォークリフト ガツリン■→バッテリ■に更新及び虻入 ガ ソリン使川■削減

, 9 製造設備撚糸機 盟糸機の駆動部機拙式ギャ=変 lltタィブからインバータ邸助m御 方式に改jと

温室効果ガス
の排出量等 排出区分

基準年度 (実績)
(17)年 度

〈二滋化炭率換第 (t),

月襟年度 (計画)
(19)年 度

〈モ酸化炭米換算 〈t))

削滅軍

(計画 )
(%)

A事 業所等排出区分 t 10.929 t 69%
B輸 送車両排出区分 t t %

Cそ の他排出区分 t t %

排出合計 t Ⅲ2      10,929t 69%
での他の地球
温暖化対策に

よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分 目標年度 (計画)
(■酸化炭楽換第 (t))

森林の保全及び整備 〈セ帥面積) (吸収述) t

府内産の木材の利用 〈利用砲) mi (MⅢ滅li) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

(売電丘) ⅢⅢ減玉) t

〈熱快絡匙) G」 〈rF減駐) t

グリーン電力の購入 (lltF人■) kwh 〈Frl激旦) t

削減量等合計 t

差引排出量

〈割‖,合計一材Ⅲlt年合引)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)
■ 1 16 219 t ●〕的    10,929 t 6 9 %

特 記 事 項 l H18年 撚糸機2台増設、設備容量22Kw*2台

:1号う景怨詠捨筆様↑客譜筆
駆
製濡基望ゲ百そ鼎

御方式)設備容量330【W
4 H14 1～ H18 1間 に空気圧縮機*6台 を省電力型に更新 内 1台はインバータ搭載型を導入する
5 H16年 ～省電力型蛍光灯器具へ順次更新
6 地 域の美化清掃活動 (ユニチカ事業所)ク リーン宇治運動に参加

連  絡   先 担 当 部 署

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ア ク シ ミ リ 番 号

,il吉 タキする日には レ 印を他人してください 特 定事業■以タトでFI Ⅲt多加さ,1る事素子の方は レ 印の記人は不要です.
2 fltll年蛮Jと は村Pi円1側の11年lf4を ,1様 年度Jと は,1画期,1のrtt終年度をいいますSt岳
併‖岩皆林皆,者号骨ど11督岩格林‖苫骨l[告|〔|を;景‖岳称杵需そ豊骨坊』増,台告3脅常晶を結?看号事ナ樹雪綜増材|』RI宮身十

J す
耕村祐綴末垢軍HArナ;曇す益達品挨品子年をう昔サ表とお吹材増櫓舛告話曇易化努京嬌品撫よを鋼史iギ投|二針!問

'どなどrtrィの温室効引ミガ


